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「学習に向か う か ら だづ く り 」 のための

アセ ス メント ツ ールと指導プ ロ グラムの開発

山下憲市

Deve10pment of Assessment Too1 s  and A Guidance Program 

for Teaching Phys ica1 Education 

Kenichi YAMASHITA 

1 問題の所在 と 研究の 目 的
知的障害児の身体の不器用 さ 、 姿勢やボデ ィ イ メ ージの悪 さ 、 力加減の難 し さ (以降、 総称 し

て 、 運動の 困 難 さ ) が 目 につ く 。 戸 田 (2013) は、 不器用 さ は、 日 常生活や学習 の 中 の 困難 さ を

つ く る と 述べてい る 。 障害の あ る 子 ど も た ち だ け でな く 、 中尾 (2009) に よ れば、 小学校低学年

において、 話 を 聞 く た め の姿勢保持が難 しい様子や鉛筆 を う ま く 握れずカの加減がで き に く い様

子 な ど か ら 身体や運動発達の未熟 さ を指摘 してい る 。

香野 (2010) は、 姿勢や身体の動 き を窓 口 と し た ア プ ロ ーチは、 行動 コ ン ト ロ ール、 認知、 社

会性、 心理的問題の解決等につな が る こ と を指摘 し、 松江市教育委員会 (2013) は、 身体を切 り

口 に 「保幼小接続カ リ キ ュ ラ ム」 を実践 し、 動 き や姿勢、 集中力、 情緒面で成果を上げて い る 。

山元 (2018) に よ れば、 特別支援学校 (知的障害 : 以下省略) の教育課程は、 領域 ・ 教科を合わ

せた指導や 自 立活動 を各校の実態に応 じ、 柔軟に編成 してい る と 述べて い る 。 渡遁 ら (2007) は、

小学部はか ら だづ く り 、 動 き づ く り を重視 した体育を行い、 さ ら に、 朝 の 時間や 自 立活動 も活用

し指導を行っ てい る こ と も述べて い る 。 併せて教員のアセス メ ン ト の弱 さ も 指摘 して い る 。 戸 田

(2013) も身体的 な ア プ ロ ーチか ら の アセ ス メ ン ト や支援を行 う こ と で、 今ま で以上に包括的な

学習や 日 常生活が進め ら れ る と 述べてお り 、 身体面の実態把握や指導内容選定の重要性 が わ か る 。

実態を把握 し、 必要な身体への ア プ ロ ーチ を積み重ねれば、 学習 に向 か う 身体 (学習 に必要な姿

勢を保ち、 集中 して取 り 組む姿) が つ く られ、 身体面、 行動 コ ン ト ロ ール、 認知、 社会性、 心理

的問題の解決等 につな が る と 考え る 。

本研究は、 運動の困難さ か ら く る 学習上又は生活上の困難を改善 ・ 克服す る た め、 身体面の実

態把握 か ら 指導内容選定につなが る ア セ ス メ ン ト ツール と 指導プロ グ ラ ム の 開発を 目 的 と した。

2 研究の方法
先行研究等 を参考に して、 身体面のアセ ス メ ン ト ツ ールの開発 を行 う 。 さ ら に、 アセ ス メ ン ト

ツールの妥当性の検証 と 指導プロ グ ラ ム の作成の た め 、 協力校 X 県立 Y 特別支援学校小学部 を フ

ィ ール ド と し、 以下 2 つ の研究を行 う 。

(1) 児童 140 人にアセス メ ン ト ツールを用いて、 デー タ を収集 し、 分析す る 。

(2)児童 4 人に対 して 、 ア セ ス メ ン ト ツールを活用 し 、 運動指導効果を検証する 事例研究 を行 う 。

事例研究の研究期 聞は、 5 月 か ら 12 月 ま で と した。 事例児は、 低学年 2 人、 高学年 2 人 と し、

性別、 障害、 日 常生活面での運動の困難 さ を踏ま え、 学部主事や学年主任 と 話 し合っ て選出 し、

保護者に紙面等で研究内容の説明 と 依頼を行い、 同意を得た。
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3 研究の内容
(1) アセスメ ン ト ツールの開発の経緯

身体面の実態把握のた めの質問項 目 と 指導内容選定の考 え方を探っ た。 ①質問項 目 は、 先行研

究等で活用及び開発 さ れた量的変容のわか る アセ ス メ ン ト ツールを参考に、 質問項 目 を カ テ ゴ リ

ー分類 した。 滋賀県総合教育セ ン タ ー (2014) の 「身体面の課題チェ ッ ク シー ト 」 を基盤 と し、

さ ら に、 特別支援学校の児童をイ メ ー ジ して、 中尾 (2009) の身体面のチ ェ ッ ク 項 目 を参考に し

た。 ②指導内容選定は、 松江市教育委員会 (2013) の 「学習 に 向 か う た め のカ の基盤が整 っ て い

る 体」 の段階の 「支え る J f構え る J f調整す る 」 を参考に した。 ③一人一人に合っ た指導を考え

る 際、 コ ミ ュ ニケー シ ョ ンや認知面の把握が必要 と 考え、 SCERTS モデルの コ ミ ュ ニケーシ ョ ンの

段階を把握す る 項 目 を参考に質問項 目 を作成 した。 ④運動の困難 さ か ら く る 学習上又は生活上の

困難さ (気 に な る 姿勢、 運動や動作) を記入する こ と で、 個 々 の課題を明確に し、 評価につなげ

た。 以上①か ら ④を踏ま え 「指導の方向性」 を導き 出 し、 指導内容選定や評価につなげるアセ ス
メ ン ト ツール、 fKono ・ Yamashita-Movement チ ェ ッ ク シー ト (以降、 KY-M) J を開発 したロ

(2) アセス メ ン ト ツールの妥当性の検匝 (協力校におけるデータ 分析)
①データ 収集

小学部 140 人 ( 1 年 24 人、 2 年 23 人、 3 年 24 人、 4 年 24 人、 5 年 24 人、 6 年 21 人) を対

象 と した。 障害は、 知的障害、 自 閉 スペク ト ラ ム症、 ダ ウ ン症候群な ど で あ る 。 2018 年 5 月 に依

頼 し、 6 月 末全員回収 し、 記入漏れのない 119 人 ( 1 年 1 1 人、 2 年 19 人、 3 年 23 人、 4 年 23

人、 5 年 22 人、 6 年 21 人、 全体の 85%) を分析対象 と した。

②結果
KY-M に指導内容選定のた めの 目 安 と して、 感覚運動機能の段階 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの段階を

踏ま え た指導群 (A ・ B ・ C) を作成 した。 119 人のデー タ を集計 し、 指導群の グループ化 について

の妥当性を分析す る た め に、 χ 2検定を行っ た。 A 群 17 人 (4. 600**) 、 B 群 35 人 (3. 762**) 、 C 群

19 人 (5. 842**) の結果が得 ら れた。 ま た 、 ピ ア ソ ン の積率相 関係数 か ら 感覚運動機能の段階 と

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの段階に、 中程度 の 関連 (0. 559**) が あ る こ と がわかっ た。 以上の結果か ら 、

KY-M か ら 導き 出 さ れ る 指導群については妥当 で あ る と 確認が で き た。

(3) アセス メ ン ト ツールの妥当性の検証 (KY-M を活用 しての事例研究)
① 2 年 D 児 (男子) の実践
ア 対象児童

D 児は、 小学部 2 年男子の知的障害を伴 う 自 閉ス ベ ク ト ラ ム症 で あ る 。 歩 き 方の ぎ こ ち な さ 、

し ゃ が め な い な どの運動の困難 さ は、 日 常生活動作に も影響を及ぼし、 着替えでは協力姿勢が難

しいな どの課題が あ る 。 背 中 を反っ た状態で立つ、 歩 く 、 座 る な どの様子が う かが え 、 身体が緊

張 して い る 状態が多い。 そ の た め 、 膝 を あ ま り 曲 げない状態で歩いた り 、 走 っ た り し て い る 。 ま

た 、 背 中や足な ど全体的に過敏が あ り 、 触れ ら れ る こ と に抵抗が あ る。 情緒面は、 生活 リ ズム等

の乱れか ら 、 泣いた り 、 活動 に取 り 組め な かっ た り する こ と が続いてい る 。

イ 実態把握 (KY-M の活用)
KY-M を活用 し 、 身体面 に お け る 実態把握 か ら 指導 内容選定ま で を行 っ た (表 1 ) 。



― 135 ―



― 136 ―

の 自 立活動では、 ょ っぱい、 かがむ、 前傾姿勢で押す活動 な どのサー キ ッ ト活動を取 り 入れた。

ブル ドーザー に見立てた箱 を 両手で押 し、 中 間位の姿勢を保持 して ゴールまで押す こ と が で き た。

. 運動指導効果
周 囲走では、 5 月 8. 8% か ら 12 月 は 100%へ と 走行時聞が長 く な っ た。 前傾姿勢で腕を振っ て

走 る 姿 も 見 ら れ る よ う に な っ た。 ま た 、 体操時の屈伸は、 しゃ が む ま で に 6 月 は 125 秒かかっ た

が、 12 月 は 10 秒に な っ た。 5 月 に で き なかっ た指示を受 け て か ら の ジャ ンプは、 12 月 に は 1 秒

で で き 、 前傾姿勢にな り 両足で踏ん張っ て ジ ャ ンプをする よ う に な っ た。 国語、 算数では、 前傾

姿勢を保持 した取組時聞が、 5 月 0 %か ら 1 1 月 は 66. 7% に な っ た。 集中度合は左手を支持 した

取組時聞 と 定義 し、 5 月 6 . 9 % か ら 12 月 14. 2%に増えた。 生活場面では、 教員の指示 を聞いて

床等 に 自 分か ら 座る よ う に な っ た。 ま た、 本を差 し出 して遊ぶ こ と を要求する こ と が増 えた。 集

団の授業で、 教員のモデ、ル も よ く 見 る よ う に な っ たo

カ 考察
・ 運動指導の有効性

ふれあい リ ラ ッ ク ス 体操は、 個別 に教員 を介 して 自 分の身体 と 向 き 合い、 リ ラ ッ ク ス する こ と

につな が っ た。 情緒が不安定な場合で も 、 少 しの時間行 う こ と で、 そ の後の活動に落ち着いて取

り 組む こ と につな が っ た。 ま た、 教員 と かかわ り を深 め る こ と で、 安心でき る環境に な っ た と 推

測する。 ま た 、 荷物整理での一人ででき る 状況づ く り は、 必然性が あ り 、 自 然 と かが む動 き を 引

き 出す こ と につな が っ た。 毎 日 取 り 組め る 環境に した こ と も 重要 と 考 え る 。 体育では、 発達段階

を捉え 「指導の方向性」 と 合わせたサーキ ッ ト 活動を した こ と で、 必然的 にかがむ、 膝 を 曲 げ る

等の動き を引 き 出 した こ と が重要な要素 で あ っ た。 自 立活動では、 「 ょ っぱい司かがむ司前傾姿勢

で押す」 の よ う に姿勢保持や姿勢変換 しやすいサーキ ッ ト の流れに した こ と も 有効 と 考え る 。

・ 運動指導効果の要因
D 児 に と っ て 、 運動指導効果の要因 と して①個別的指導を継続的に行っ た こ と ② 日 常生活の 中

で 自 然 と かがむ環境を調整 し、 毎 日 でき る 状況を整えた こ と ③ 「指導の方向性」 を踏ま えて教科

等横断的 に毎 日 取 り 組んだこ と ④教員間 での共通理解 か ら 実践 した こ と の 4 点が 挙 げ ら れ る 。

以上から 指導や支援 に あ た る 全て の かかわ り 手が連携 し、 発達段階や情緒面を考慮に入れ、 毎

日 「指導の方向性」 を踏ま えて、 教科等横断的に生活づ く り 、 授業づ く り 、 授業改善 して き た こ

と が有効だっ た と 考 え ら れ る 。 そ の た め 、 D 児 に と っ て の運動指導 と して指導プ ロ グラ ム は妥当

で あ っ た と 考 え ら れ る 。

②他 3 人の実践
ア 実践 と 結果

他の 3 事例 も 、 KY-M か ら 導き 出 した 「指導の方向性」 を踏ま えて指導内容 を選定 し、 PDCA サイ

ク ルでの授業改善を進 め な が ら 実践 を行っ た。

E 児 は、 朝の運動の 「線上走行」 と 自 立活動で 「 ブ ロ ッ ク 渡 り J r フ ー プパ ラ ダイ ス ( フ ー プ く

ぐ り ) J な ど を行 っ た。 F 児は、 朝の時間 の個別指導 と 自 立活動での集団指導 と を ス パイ ラ ルす る

形で 「 ょ っぱい シュ ー ト J rサーフ ィ ン」 な ど を行った。 G 児は、 朝 の運動で 「築山サーキ ッ ト 」

を、 自 立活動で 「みんなの体操J rブル ドーザー」 な ど を行った。

3 人 と も 、 夏休みは、 保護者の協力 を得て、 一部の運動指導を継続 した。 E 児 は、 朝 の会での
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係活動での姿勢保持率が上昇 し、 や り と り を含めた指示への反応 も よ く な っ て き た。 F 児 は、 国

語、 算数の姿勢保持率が上昇 し、 段差に も つまずかな く な っ た。 さ ら に 、 利 き 手 と 非利 き 手の役

割 が 明確 と な り 、 効率的な生活動作につなが っ た。 G 児は、 途中体調不良に よ り 運動指導の継続

が難 しい時期 も あ り 、 姿勢や集中度合いの量的変容は見 られなかっ た が 、 体操での新たな動 き の

獲得や配膳の姿勢の安定な どの生活動作に変容が見 ら れた。

イ 考察
共通の運動指導効果の要因は、 ① 「指導の方向性」 を踏ま え て 、 教科等横断的 に毎 日 活動を取

り 入れた こ と ②夏休み に、 保護者 と 連携 し身体へのアプロ ーチを行っ て き た こ と ③ わか り やすい

活動か ら ア レ ンジを徐々 に加 え、 考え て行動する活動へ と パー ジ ョ ン を ア ッ プ した こ と ④学習 グ

/レープの教員間で 「指導の方向性」 や支援方法を共有 した こ と が挙 げ ら れ る 。

4 総合考察
(1) 成果
①アセスメ ン ト ツールの妥当性

本研究において、 KY-M の作成、 デー タ 分析 と 事例研究 を行い、 KY-M の妥当性が確認で き た。 事

例研究 において、 KY-M か ら 導き 出 した 「指導の方向性」 を踏ま えて、 生活づ く り 、 授業づ く り 、

授業改善に取 り 組む こ と が 、 子 ど も の運動の困難 さ (姿勢、 生活動作ス キルの獲得等) や学習態

度 (姿勢、 集中度合い、 指示理解等) に影響を及ぼす こ と が わ か っ た。 特に、 学習上又は生活上

での子 ど も た ち の 見 る 力 の成長 を担 当 教員が感 じ て い る と こ ろ が興味深いロ ま た、 運動指導効呆

の検証に、 国語、 算数の学習場面を取 り 上げたが 、 魅力 あ る題材は も ち ろ ん 、 学習 に 向 か う た め

の環境設定の工夫か ら も 姿勢保持につなが り 、 集中度合いが上昇 した こ と がわかっ た。 「指導の方

向性」 を踏ま え、 チーム で共通理解 して教科等横断的に指導及び支援 してい く 必要性を感 じた。

②活用 しやすいアセス メ ン ト ツールの提案
KY-M については、 アセ ス メ ン ト ツールと して実態把握 か ら 指導内容選定ま で と 当 初考えていた。

1 学期、 事例研究を進 め て い く 中で、 「指導の方向性」 ではな く 活動 自 体への改善が主に な っ た。

香野 (2018) は、 「障害 の あ る 者へ臨床 ・ 療育活動は、 そ の循環的営みの開始にアセ ス メ ン ト が位

置付 け ら れてい る 」 と 指摘 して い る 。 そ のた め KY-M は、 長期 ピ ジ ョ ンシー ト や評価シー ト を アセ

ス メ ン ト ツールの 中 に位置付け 、 実態把握か ら評価ま で と 修正 し、 開発へつな げた (図 1 ) 。

③アセス メ ン ト ツールがも た ら し た も の
事例研究 か ら 、 学級や学習 グループの教員で 『指導の方向性」 を共通理解 した こ と で、 柱のぶ

れない生活づ く り や授業づ く り 、 授業改善が効果的にでき た。 つま り 、 KY-M の活用 が効果的な教

員聞の連携につながっ た と い え る 。 と も に学び高 め合 う 教員集団へのき っ か け にな っ た。 その過

程が、 一人一人に合っ た指導プ ロ グ ラ ム の 開発へつ な が っ た と 考 え ら れ る 。

KY-M の活用 は、 カ リ キ ュ ラ ム ・ マネ ジメ ン ト の視点、 チーム学校の視点、 専門性の 向上の視点

な どの き っ かけ づ く り と して効果が あ り 、 子 ど も の成長に も つ な が っ た と 考え られる。 つま り 、

アセ ス メ ン ト ツールが あればよいのではな く 、 いかに活用 す る かが重要で あ っ た。

(2) 課題
本研究 を 通 し て 、 KY-M の妥当性が確認 され、 アセ ス メ ン ト ツ ールや指導プロ グ ラ ム の開発に至
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